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　大森山動物園（以下、動物園）と秋田公立美術大学（以下、美大）に
よる「大森山アートプロジェクト」（以下、アートプロジェクト）が2年目を迎
えました。
　2019年度のアートプロジェクトは、前年同様に美大生のアイデアに
よる作品（写真1）のほか、彫刻作家でもある美大教員・皆川嘉博先生
の作品（写真2）も加わり見応えが増したほか、これまで美大生・同大附
属高等学院生により行われてきた壁画制作に来園者にも参加してもら
い、動物園での楽しい思い出を残すことができました（写真3）。
　また、動物園と隣接する大森山公園彫刻の森では、彫刻作品の清掃
や再生の活動（写真4）が行われたほか、新たに杉木立と自然素材を活
用した「あそび×まなびのひろば 杉迷路」（写真5）も開催されました。
　また、ワークショップ「Zoo de 工作」（写真6）の他、新企画として色
をテーマとした尾登誠一教授のトークイベント（写真7）は、動物園を飛
び出して地元の新屋地域や中心市街地の秋田駅周辺でも開催され
ました。
　今後もアートと動物によるコラボレーションの可能性を広げ、来園者
だけでなく、多くの人に動物園を楽しんでもらえるプロジェクトを目指し
ていきます。 写真1：作品「親子で学ぶ大森山動物園」

写真5：あそび×まなびのひろば 杉迷路

写真2：作品「リヒト〈Licht〉」

写真6：Zoo de 工作

写真7：トークイベント「色をたのしむ」

写真3：壁画「HEART-FULL」の制作 写真4：彫刻作品「海」の塗装
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2019年の通常開園期間に、写真共有アプリケーション
Instagramに「#大森山もりコン」のハッシュタグをつけて
投稿していただいた作品の中から、大森山動物園スタッ
フの投票により6枚を選出しました。
今回は、見るとほっこり温かい気持ちになるような動物た
ちの姿を捉えた作品が多く選出されています。どうぞご
覧ください。

本誌への掲載作品以外にも、Instagramには約800作品が投稿されていますので、ハッシュタグ「#大森山もりコン」を、ぜひ検索してみてください。
期間中、たくさんの投稿をしていただきありがとうございました！
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大森山
もりもりコンテスト

「大森山もりもりコンテスト」は2019年の通常開園期間中（2019年12月1日まで）は引き続き開催していますので、ぜひご参加下さい。
次号のコミュニケーションNO.99にも作品を掲載予定です。

温かい日差しと、気持
ちよさそうに眠るジュ
ディーの真っ白な毛並
みがとてもキレイです。

カワウソ夫婦は仲良しで
いつも一緒に寝ていま
すが、真上から見ると、
その寝相の面白さがよ
くわかりますね。

好奇心旺盛でやんちゃそうな双子の表情と、
母親の優しい表情が印象的な1枚です。

フラミンゴが向かいあってできるハート
マーク♥ ハートになる一瞬がとてもキレイ
に収められていて感動しました。

＠obentosanさん　シロフクロウのヒナ

＠maki_cy25さん　シンリンオオカミ＠t.y.d.ayaさん　フラミンゴ

＠n_hasuoさん　ライオンの子ども

＠cyber.jokerさん　コツメカワウソ

＠r_bv_animal_photoさん　マーコール

この凹みは顎を収めるためにあったのかと思
うほどぴったり。あどけない寝顔と太い前脚に
癒やされますね。 シロフクロウのヒナは灰

色の身体で黄色い目が
印象的。この時期だから
こそ見られる姿が収めら
れています。
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